
調
査
季
報
特
集
一
覧

第
１
号
〈
一
九
六
三
・
一
一
>
横
浜
市
の
未
来
像

第
２
号
〈
一
九
六
賢
・
二
>
横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
〈
一
九
六
四
・
六
>
子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
〈
一
九
六
四
・
八
>
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
づ

第
５
号
〈
一
九
六
四
・
一
一
>
海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
〈
一
九
六
五
・
二
>
地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
〈
一
九
六
五
・
五
>
宅
地
開
発
の
現
状
と
対
策

第
８
号
〈
一
九
六
五
・
八
>
戦
後
2
0
年
－
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
〈
一
九
六
五
・
一
一
>
「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
す
る

第
1
0
号
〈
一
九
六
六
・
二
>
区
役
所
問
題

第
1
1
号
〈
一
九
六
六
・
五
>
横
浜
文
化
論
－
新
し
い
文
化
の
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
は
可
能
か

第
1
2
号
〈
一
九
六
六
・
八
>
首
都
圏
と
横
浜

第
1
3
号
〈
一
九
六
七
・
二
>
新
し
い
横
浜
の
記
録

第
1
4
号
〈
一
九
六
七
・
六
>
大
都
市
圏
の
問
題

第
1
5
号
〈
一
九
六
七
・
九
>
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
6
号
〈
一
九
六
七
・
一
一
>
続
　
行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
1
7
号
〈
一
九
六
八
・
二
>
公
害
対
策
－
横
浜
方
式

第
1
8
号
〈
一
九
六
八
・
八
>
二
〇
〇
万
都
市

第
1
9
号
〈
一
九
六
八
･
1
0
>
郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
2
0
号
〈
一
九
六
八
・
一
ニ
>
転
換
期
の
福
祉
行
政

第
2
1
号
〈
一
九
六
九
・
三
>
市
民
の
安
全

第
９
一
号
〈
一
九
六
九
・
八
>
都
市
と
緑

第
2
3
号
〈
一
九
六
九
・
一
一
>
都
市
化
と
老
人
問
題

第
2
4
号
〈
一
九
七
〇
・
一
>
基
地
と
市
民
運
動

第
2
5
号
〈
一
九
七
〇
・
三
>
京
浜
工
業
地
帯

第
2
6
号
〈
一
九
七
〇
・
六
>
余
暇
と
そ
の
環
境

第
2
7
号
〈
一
九
七
〇
・
一
一
>
都
市
廃
棄
物

第
2
8
号
〈
一
九
七
一
・
三
>
六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方
向

第
2
9
号
〈
一
九
七
一
・
三
>
新
市
民
と
自
治

第
3
0
号
〈
一
九
七
一
・
六
>
水
資
源
と
水
行
政

第
3
1
号
〈
一
九
七
一
・
九
>
住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
3
2
号
〈
一
九
七
一
・
一
ニ
>
自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
3
3
号
〈
一
九
七
二
・
三
>
都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
3
4
号
〈
一
九
七
二
・
六
>
都
市
化
と
財
政

第
3
5
号
〈
一
九
七
二
・
九
>
住
民
と
「
知
る
権
利
」

第
3
6
号
〈
一
九
七
二
・
一
ニ
>
住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
意
識
調
査
か
ら
>

第
3
7
号
〈
一
九
七
三
・
三
>
地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理

第
3
8
号
〈
一
九
七
三
・
六
>
住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
3
9
号
〈
一
九
七
三
・
九
>
大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
4
0
号
〈
一
九
七
三
・
一
ニ
>
大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
4
1
号
（
一
九
七
四
・
三
>
都
市
と
精
神
の
問
題

第
4
2
号
〈
一
九
七
四
・
六
>
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

１
号
～
6
5
号

第
4
3
号
〈
一
九
七
四
・
九
>
出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
4
4
号
〈
一
九
七
四
・
一
ニ
>
消
費
者
と
物
価

第
4
5
号
〈
一
九
七
五
・
三
>
「
福
祉
」
問
題
再
考

第
4
6
号
〈
一
九
七
五
・
六
>
都
市
と
家
族
の
問
題

第
4
7
号
〈
一
九
七
五
・
九
>
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
4
8
号
〈
一
九
七
五
・
一
ニ
>
地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
4
9
号
〈
一
九
七
六
・
一
二
>
区
民
生
活
と
行
政
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心
に

第
5
0
号
〈
一
九
七
六
・
六
>
都
市
行
政
の
主
体
性

第
5
1
号
〈
一
九
七
六
・
九
>
都
市
の
な
か
の
川

第
5
2
号
〈
一
九
七
六
　
三
>
都
市
と
港
湾

第
5
3
号
〈
一
九
七
七
・
三
>
横
浜
の
文
化
と
行
政

第
5
4
号
〈
一
九
七
七
・
六
>
市
民
の
医
療
と
行
政

第
5
5
号
〈
一
九
七
七
・
九
>
都
市
に
お
け
る
学
校

第
5
6
号
〈
一
九
七
七
・
一
ニ
>
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
5
7
号
〈
一
九
七
八
・
三
>
地
区
計
画
と
住
民

第
5
8
号
〈
一
九
七
八
・
六
>
都
市
に
お
け
る
資
料
館

第
5
9
号
〈
一
九
七
八
・
九
>
横
浜
の
緑
と
保
存

第
6
0
号
〈
一
九
七
八
・
一
二
>
横
浜
の
盛
り
場

第
6
1
号
〈
一
九
七
九
・
三
>
地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
6
2
号
〈
一
九
七
九
・
六
>
都
市
と
子
ど
も

第
6
3
号
〈
一
九
七
九
・
九
>
横
浜
の
地
下

第
6
4
号
〈
一
九
七
九
・
一
ニ
>
市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
6
5
号
〈
一
九
八
〇
・
一
二
>
横
浜
の
国
際
性
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調
査
季
報
特
集
一
覧

第
6
6
号
〈
一
九
八
〇
・
六
〉
歩
行
者
空
間

第
6
7
号
〈
一
九
八
〇
・
九
〉
市
民
と
健
康

第
6
8
号
〈
一
九
八
〇
・
一
二
〉
老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
6
9
号
〈
一
九
八
一
・
三
〉
都
市
の
自
治

第
7
0
号
〈
一
九
八
一
・
六
〉
都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
7
1
号
〈
一
九
八
一
・
九
〉
共
生
の
時
代

第
7
2
号
〈
一
九
八
一
・
一
ニ
〉
婦
人
問
題

第
7
3
号
〈
一
九
八
二
・
三
〉
ア
ジ
ア
の
都
市
と
横
浜

第
7
4
号
〈
一
九
八
二
・
六
〉
横
浜
と
農
業

第
7
5
号
〈
一
九
八
二
・
九
〉
横
浜
と
工
業

第
7
6
号
〈
一
九
八
二
・
一
二
〉
都
市
と
水
環
境

第
7
7
号
〈
一
九
八
三
・
三
〉
職
員
の
自
主
研
究

第
7
8
号
〈
一
九
八
三
・
六
〉
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

第
7
9
号
〈
一
九
八
三
・
一
〇
〉
横
浜
市
財
政
と
行
政

第
8
0
号
〈
一
九
八
四
・
二
〉
高
齢
社
会
の
課
題

第
剛
号
〈
一
九
八
四
・
三
〉
市
民
・
地
域
・
行
政

第
8
2
号
〈
一
九
八
四
・
九
〉
緑
保
存
の
方
策

第
8
3
号
〈
一
九
八
四
・
二
〉
横
浜
と
商
業

第
8
4
号
〈
一
九
八
五
・
二
〉
福
祉
と
民
間
活
力

第
8
5
号
〈
一
九
八
五
・
三
〉
区
行
政
－
あ
り
方
と
個
性
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
地
域
づ
く
り
の
試
み

第
8
6
号
〈
一
九
八
五
・
一
〇
〉
都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
8
7
号
〈
一
九
八
五
・
一
ニ
〉
横
浜
の
産
業
政
策
－
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
致
活
動
を
中
心
に

第
8
8
号
〈
一
九
八
六
・
二
〉
市
民
と
図
書
館

第
8
9
号
〈
一
九
八
六
こ
二
〉
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政

第
9
0
号
〈
一
九
八
六
・
九
〉
ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
9
1
号
〈
一
九
八
六
・
一
一
〉
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
9
2
号
〈
一
九
八
七
・
一
〉
横
浜
の
公
共
交
通

第
9
3
号
〈
一
九
八
七
・
三
〉
地
域
悄
報
・
行
政
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
横
浜
の
広
報
力
を
考
え
る

第
9
4
号
〈
一
九
八
七
・
六
〉
博
物
館
を
考
え
る

第
9
5
号
〈
一
九
八
七
・
九
〉
子
ど
も
と
ま
ち
-
遊
び
・
自
然
・
ま
ち
づ
く
り

第
9
6
号
〈
一
九
八
七
・
一
二
〉
都
市
と
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

第
9
7
号
〈
一
九
八
八
・
三
〉
ま
ち
の
特
徴
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
歴
史
、
文
化
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

第
9
8
号
〈
一
九
八
八
・
六
〉
み
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
現
状
と
新
し
い
動
き

6
6
号
～
9
8
号

YOKOHAMA EXOTIC SHOWCASE

横浜博覧会
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9
4
号
～
9
7
号

●
第
9
4
号
〈
一
九
八
七
年
六
月
〉

特
集
・
博
物
館
を
考
え
る

現
代
博
物
館
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
寿
朗

横
浜
の
博
物
館
の
活
動

①
科
学
と
親
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
正
雄

②
横
浜
開
港
資
料
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
征
寛

③
横
浜
人
形
の
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
英
樹

④
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
康
博

県
立
博
物
館
の
役
割
と
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
洋
一

町
の
学
芸
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
口
哲
一

地
域
の
野
外
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
和
民

第
三
世
代
の
動
物
園
像
を
め
ざ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
　
豊

市
民
感
覚
で
博
物
館
を
　
　
　
　
　
　
　
　
広
川
千
枝

●
第
9
5
号
二
九
八
七
年
九
月
〉

特
集
・
子
ど
も
と
ま
ち
－
遊
び
・
自
然
・
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
・
子
ど
も
の
育
つ
環
境
づ
く
り
に
向
け
て

　
　
　
　
大
村
虔
一
　
加
藤
彰
彦
　
村
橋
克
彦
　
森
清
和

子
ど
も
の
目
と
ま
ち
へ
の
関
心

①
鶴
見
川
子
ど
も
発
見
団
活
動
報
告
　
　
　
　
　
　
久
保
田
正
男

②
地
域
に
広
が
る
学
習
の
場
　
　
中
里
和
正
　
宮
武
三
郎

ま
ち
と
公
園

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
公
園
づ
く
り

　
　
　
　
奥
村
玄
　
田
中
弘
子
　
富
沢
好
　
山
口
健
太
郎

②
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ク
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
も
と
ゆ
き
お

子
ど
も
と
ま
ち
づ
く
り

①
子
ど
も
も
フ
ル
に
伸
び
る
ま
ち
づ
く
り
　
篠
崎
正
明

②
新
興
団
地
の
中
の
子
育
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
丸
明
子

③
み
ん
な
で
創
ろ
う
子
ど
も
の
環
境
プ
ラ
ン
2
0
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｰ
グ
ル
ー
プ
大
き
な
木

行
政
研
究
／
ペ
ナ
ン
市
と
の
技
術
交
流
・
第
一
回
　
西
脇
敏
夫

新
書
紹
介
／
漂
流
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
一
郎

調
査
季
報
総
目
次

●
第
9
6
号
〈
一
九
八
七
年
十
二
月
〉

特
集
・
都
市
と
ご
み
－
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

生
活
の
変
化
・
ご
み
の
変
化

横
浜
の
ご
み
こ
れ
ま
で
の
流
れ

横
浜
の
ご
み
現
状
と
課
題

事
業
活
動
と
ご
み

都
市
と
ご
み

米
国
の
廃
棄
物
情
勢

ゴ
ミ
問
題
の
行
き
着
く
先

新
書
紹
介
／
ガ
ボ
ロ
ジ
ー
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

石
澤
清
史

小
泉
富
太
郎

太
田
次
郎

三
田
　
修

山
本
耕
平

池
口
　
孝

藤
田
祐
幸

江
成
卓
史

●
第
9
7
号
〈
一
九
八
八
年
三
月
〉

特
集
・
ま
ち
の
特
徴
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
、
文
化
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

ま
ち
づ
く
り
運
動
の
構
図
と
射
程

地
域
の
歴
史
と
市
民
の
活
動

西
村
幸
夫

①
「
瀬
谷
区
の
歴
史
知
る
会
」
を
想
う

②
い
ま
宿
場
が
お
も
し
ろ
い

横
浜
の
歴
史
的
、
文
化
的
資
産
を
生
か
す

①
「
保
存
」
を
ま
ち
づ
く
り
か
ら
考
え
る

②
大
倉
山
記
念
館
の
保
存
と
活
用

③
川
と
ま
ち
づ
く
り

④
横
浜
ふ
る
さ
と
村
本
荘
克
行
　
人
見
江
一
　
善
家
幾
雄
　
森
能
文

岩
崎
　
肇

斉
藤
恒
樹

北
沢
　
猛

斎
藤
文
人

古
村
伸
一

⑤
既
存
の
環
境
資
源
を
で
き
る
か
ぎ
り
生
か
す
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
基
本
計
画
立
案
の
ス
タ
ン
ス

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
育
成

歴
史
的
環
境
の
保
存
と
再
生
の
系
譜

行
政
研
究
／
洋
館
、
古
民
家
の
保
全
に
助
成

新
書
紹
介
／
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●横浜市のデータ

人口

世帯数

面積

入港船舶隻数

3,142,418人＜63・6・T＞

1,110,719＜63・6・1＞

430.80㎞2＜63・6・1＞

62,454＜62＞

バース数 259＜62＞

98

取扱貨物量

外国貿易輸出瓢

同輸入額

108,602千トン＜62＞

60,970億円＜62＞

19,871億円＜62＞


	page2
	page3
	page4
	page5

